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平成 13年度 試験研究成果抄録

相模川における仔アユの降下と減耗について

[要約]

相模川の、アユの２（約５㎞離れた）産卵場から放流した標識仔アユの降下状況に関し

て、２のうち上流の産卵場から放流した標識魚の再捕尾数のピーク時刻は、同日の総仔ア

ユ降下尾数のピーク時刻と一致した。標識魚の再捕尾数は、上流より下流から放流した時

の方が多く、産卵場の位置により仔アユの減耗状況が異なることが示唆された。

[背景・ねらい]

アユ資源の年変動が著しく、河川漁業における同資源の確保及び漁場管理に支障を及ぼ

している。アユ資源の変動要因解明の基礎資料とすべく、河川内での仔アユの降下及び減

耗に関する生態を調べる。

[成果の内容・特徴]

2000 年 11 月９日に、アリザリンコンプレクソンにより標識した仔アユ（以下「標識仔
アユ」）約 85 万尾を、アユの主要産卵場である海老名市河原口地先（以下「あゆみ橋」）
から、同年 11月 16日に標識仔アユ約 22万尾を同主要産卵場の厚木市戸田地先（以下「戸
沢橋下流」）からそれぞれ放流した。放流日から翌日にかけて、下流の平塚市田村地先（以

下「神川橋下流」）にて再捕を行い、仔アユの採集尾数と河川流量とから仔アユ降下尾数

の推計を行った。

11月９日 19時 30分にあゆみ橋から放流した標識仔アユは、約 8.5㎞下流の神川橋下流
においては６時間後の午前１時から再捕され２時にピークを示した。また、11月 16日 17
時に戸沢橋下流から放流した標識仔アユは、約 3.5 ㎞下流の神川橋下流においては４時間
後の 21時から再捕され 22時にピークを示した。あゆみ橋放流群のピークの時刻は、同日
の総仔アユ降下尾数のピークの時刻とほぼ一致した。戸沢橋下流放流群のピークは、同日

の総仔アユ降下尾数のピークより早い時刻に出現し、戸沢橋下流産卵場より上流に大規模

な産卵場が存在することを示した（図１）。あゆみ橋から放流した標識仔アユの神川橋下

流における降下尾数は約 4.9 万尾（5.8 ％）、戸沢橋から放流した標識仔アユの神川橋下流
での降下尾数は約３万尾（13.5％）と推計され、産卵場の位置により、仔アユの減耗状況
が異なることが示唆された（表１）。

[成果の活用面・留意点]

河川流量の多少と仔アユの降下時間との関係、仔アユ降下量の日内変化のピークに関与

している産卵場の位置（主要産卵場の把握）、河川内における仔アユ減耗量等を把握する

ことにより、アユ資源の変動要因の解明のための基礎資料として活用することができる。
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[具体的データ]

図１ 相模川における主要産卵場からの標識仔アユの降下時間

表１ 標識仔アユ放流量と神川橋下流における再捕尾数
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